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教職科目におけるアクティブ・ラーニ
ングがもたらす教育的効果の検討
角田 真紀子＊
１．問題と目的
現在，教育現場ではどの教育段階においても「アクティブ・ラーニング」
や「主体的・対話的で深い学び」が注目されており，これらの用語をどの
ように理解しどのように授業に組み込んでいくかの議論や研究がなされて
いる。そこで１．ではまず，文部科学省の報告書を中心に「アクティブ・
ラーニング」導入とそれが「主体的・対話的で深い学び」に至った流れお
よび教職科目でアクティブ・ラーニングを行う必要性を概観し，本研究の
目的を述べる。
１．１．日本の教育における「アクティブ・ラーニング」の登場（２０１２年）
２０１２年，文部科学省中央教育審議会は，先進国そして成熟社会として，
予測困難なこれからの時代をより良く生きるための人間像と，これからの
日本の社会像，及びそれらを実現し，維持し，向上させるために求められ
る能力を育成するために，報告書「新たな未来を築くための大学教育の質
的転換に向けて～生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ～（答
申）」を提出した。そこでは，これから必要な学士力として，知識や技
能を活用して複雑な事柄を問題として理解し，答えのない問題に解を見出
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していくための批判的，合理的な思考力をはじめとする認知的能力，人
間としての自らの責務を果たし，他者に配慮しながらチームワークやリー
ダーシップを発揮して社会的責任を担いうる，倫理的，社会的能力，総
合的かつ持続的な学修経験に基づく創造力と構想力，想定外の困難に際
して的確な判断をするための基盤となる教養，知識，経験を育むこと，が
挙げられた。
また，求められる学士教育の質的転換として，受動的ではなく主体的に
学修し生涯学び続ける力を修得するために「従来のような知識の伝達・注
入を中心とした授業から，教員と学生が意思疎通を図りつつ，一緒になっ
て切磋琢磨し，相互に刺激を与えながら知的に成長する場を創り，学生が
主体的に問題を発見し解を見いだしていく能動的学修（アクティブ・ラー
ニング）への転換が必要である。すなわち個々の学生の認知的，倫理的，
社会的能力を引き出し，それを鍛えるディスカッションやディベートと
いった双方向の講義，演習，実験，実習や実技等を中心とした授業への転
換によって，学生の主体的な学修を促す質の高い学士課程教育を進めるこ
とが求められる。学生は主体的な学修の体験を重ねてこそ，生涯学び続け
る力を修得できるのである。」とし，高等教育の質的転換の柱として初め
てアクティブ・ラーニングという言葉が導入された。
同時期に発表された用語集では，アクティブ・ラーニングは「教員によ
る一方向的な講義形式の教育とは異なり，学修者の能動的な学修への参加
を取り入れた教授・学習法の総称。学修者が能動的に学修することによっ
て，認知的，倫理的，社会的能力，教養，知識，経験を含めた汎用的能力
の育成を図る。発見学習，問題解決学習，体験学習，調査学習等が含まれ
るが，教室内でのグループ・ディスカッション，ディベート，グループ・
ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法である。」と説明され，
受動的学習から能動的学習かつ協働的学習への転換が示された［１］。
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１．２．「アクティブ・ラーニング」から「主体的・対話的・深い学び」への
転換（２０１４年～）
２０１４年には，下村博文元文部科学大臣より中央教育審議会へ諮問され，
新学習指導要領の改訂に向けて「アクティブ・ラーニング」が高等教育の
みならず初等中等教育でも用いられる方向で検討されるようになった［２］。
２０１５年には，教育課程企画特別部会が中間まとめとして「論点整理」を
示し，アクティブ・ラーニングは「課題の発見・解決に向けた主体的・協
働的な学び」であると説明し，量的な学びだけではなく質や深まりが重要
であるとして３つの視点が提示された［３］。
その後，２０１６年には中等教育審議会教育課程部会より「次期学習指導要
領等に向けたこれまでの審議のまとめ」が出された。これまでの「アクティ
ブ・ラーニング」は用語として多義的であるという意見や，知識を教える
ことを軽んじるのではないかという意見，法令上使いにくいなどの理由か
ら，アクティブ・ラーニングは「主体的・対話的で深い学び」という言葉
に集約され，アクティブ・ラーニングの説明として使われていた「協働的
な学び」は「対話的な学び」となり，かつ新たに「深い学び」が加えられ
た。これにより，アクティブ・ラーニングは「主体的・対話的で深い学び」
の実現のために共有すべき授業改善の視点とされ，その位置付けが明確に
示された［４］。
１．３．「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の具体的な内容
２０１６年１２月には，文部科学省中央教育審議会より「幼稚園，小学校，中
学校，高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策
等について（答申）」が出され，「主体的・対話的で深い学び」は「主体的
な学び」「対話的な学び」「深い学び」としてそれぞれ次のように定義され，
「小学校学習指導要領」「小学校学習指導要領解説」および「中学校学習指
導要領」「中学校学習指導要領解説」（２０１７年３月公示），「高等学校学習指
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論点整理 新学習指導要領
）子供たちが見通しを持って粘
り強く取り組み，自らの学習活動
を振り返って次につなげる，主体
的な学びの過程が実現できている
かどうか。
１学ぶことに興味や関心を持ち，自己のキャリ
ア形成の方向性と関連付けながら，見通しを
持って粘り強く取り組み，自己の学習活動を振
り返って次につなげる「主体的な学び」が実現
できているか。
）他者との協働や外界との相互
作用を通じて，自らの考えを広げ
深める，対話的な学びの過程が実
現できているかどうか。
２子供同士の協働，教職員や地域の人との対話，
先哲の考え方を手掛かりに考えること等を通じ，
自己の考えを広げ深める「対話的な学び」が実
現できているか。
）習得・活用・探究という学習
プロセスの中で，問題発見・解決
を念頭に置いた深い学びの過程が
実現できているかどうか。
３各教科等で習得した概念や考え方を活用した
「見方・考え方」を働かせ，問いを見いだして
解決したり，自己の考えを形成し表したり，思
いを基に構想，創造したりすることに向かう「深
い学び」が実現できているか。
導要領」「高等学校学習指導要領解説」（２０１８年３月公示）に示された［５］［６］［７］。
比較のために，「論点整理」と合わせて引用する（下線部は筆者）。
「主体的・対話的で深い学び」の実現とは，以下の視点に立った授業改
善を行うことで，学校教育における質の高い学びを実現し，学習内容を深
く理解し，資質・能力を身に付け，生涯にわたって能動的（アクティブ）
に学び続けるようにすることである。
子供たちが，各教科等の学びの過程の中で，身に付けた資質・能力の三
つの柱を活用・発揮しながら物事を捉え思考することを通じて，資質・能
力がさらに伸ばされたり，新たな資質・能力が育まれたりしていくことが
重要である。教員はこの中で，教える場面と，子供たちに思考・判断・表
現させる場面を効果的に設計し関連させながら指導していくことが求めら
れる。
「論点整理」の時と３つの視点という点では変わりないが，内容的には，
）が，）が，）がに吸収・発展され，「主体的な学び」が１
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つ目に挙げられた。これは，アクティブ・ラーニングという言葉が活動中
心の授業と誤解され，基礎的な知識の学習がないがしろにならないように
との配慮によるものであり，「主体的・対話的で深い学び」は，知識の獲
得をベースとして成り立つものであるということを強調したのだと考えら
れる。また，それぞれの「学び」について述べると，「主体的な学び」に
ついては，受容的な学習ではなく，興味・関心を持つという内発的動機づ
けによる能動的学習，また自己のキャリア形成の方向性との関連付けとい
う，将来を見据え，将来に繋がる学びが求められている。「対話的な学び」
については，「他者」の対象が仲間や教職員，そして地域の人々にまで広
がり具体的に示されたことで，単に授業内での対話的活動だけでなくあら
ゆるレベルでの対話的な学びが求められていることが分かる。「深い学び」
については，いわゆる問題解決型学習をやればよいというようなことでは
なく，学習内容や考え方を活用し，問題解決や自己表現，思いを基に構想・
創造するところまでに至る深さでの学びが求められている。つまり「何を
学ぶか」「どのように学ぶか」「学びをどう生かすか」に関する工夫が求め
られており，教員は，これまでの授業計画や授業内容，学習方法を今一度
見直し，必要に応じてより合った方法に改善して実施する必要性が示され
たということである。
１．４．教職科目においてアクティブ・ラーニングをアクティブ・ラーニン
グで学ぶ必要性
２０１７年，文部科学省中央教育審議会は「これからの学校教育を担う教員
の資質能力の向上について～学び合い，高め合う教員育成コミュニティの
構築に向けて～（答申）」のなかで，教員は「教科等を越えたカリキュラ
ム・マネジメントのために必要な力，アクティブ・ラーニングの視点から
学習・指導方法を改善していくために必要な力，学習評価の改善に必要な
力などを備えた，いわば学びの専門家としての側面も備えることが必要で
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あり，教員の資質能力を向上させるための教員政策の改革が不可欠である
ことから，教育課程の改善に向けた議論と歩調を合わせながら進めていく
必要がある」とし，教員のアクティブ・ラーニング型研修や，大学の教員
養成課程（教職課程）でもアクティブ・ラーニングの視点に立った指導力
を学修する必要性を示した。つまり教職課程では，大学の質的転換による
新しく求められている学士力のみならず，学びの専門家としての側面を備
えるために，かつ教員になった時にその視点から学習・指導方法を改善・
実践していけるように，アクティブ・ラーニングについての知識や指導方
法を，アクティブ・ラーニングを通して学ぶことが求められていると言え
る。
１．５．本稿の目的
このような経緯に伴って，実践報告やアクティブ・ラーニングに関する
本が次々と出版されている。アクティブ・ラーニングに関する実践は，一
般的に懸念されているように「ただ活動させるだけで終わる」ことは避け
なければならないが，既存の研究では主体性と協働性の両面を意識してア
クティブ・ラーニングを機能させるための教材開発はほとんど行われてい
ない（若林・松沢，２０１７）［８］。筆者についても，中等教育学校にて当時日
本では言葉としてはあまり馴染みがなかった実質的には「アクティブ・ラ
ーニング」の授業をティーム・ティーチングで行い，大学での講義にもア
クティブ・ラーニングを多数取り入れているが，経験的・感覚的にはこれ
がアクティブ・ラーニングだと自信を持っていても分析的に検討すること
はあまりしてこなかった。そこで本研究では，アクティブ・ラーニングを
使った授業のワークについて方法を詳細に描き，学生のリアクションペー
パーを用いて KJ法にて分析を行い，その教育的効果を探索的に調査する
ことを目的とする。
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２．ワークのねらい，方法
２．１．ワークのねらい
ここで使用するワークは「短所・長所変換ワーク」と呼んでおり，短所
を長所に変換するリフレーミングを行うワークである。リフレーミングと
はもともと家族療法で使われてきた技法で，今見たり考えたりしている物
事や対象に対するあるフレーム（枠組み）を違う見方・考え方で捉え直す
ものである。この認知的変容を促す技法は，認知行動療法やブリーフセラ
ピー，初等中等教育段階および大学の講義や就職活動時などさまざまな場
面で行われており，自己理解に使われている。吉田（２０１１）によると，リ
フレーミングによってクライエントが構成していた現実を新たな現実に再
構成することで，これまで維持継続していたパターンに変化が生まれ，問
題が解決していく［９］。つまり，リフレーミングはプロセスそのものが思
考を伴う問題解決プロセスであり，この技法をグループで学修することは，
主体的・対話的で深い学びの実現を期待できる。また，河内ら（２０１３）は，
自分や他者へのリフレーミングによる肯定的対応が，教員・保護者をめざ
す学生にとって，体得して活用できる貴重な考え方や技法であるとしてお
り［１０］，リフレーミングの技法の獲得が教員養成に役立つことも期待でき
る。一点，この「短所・長所変換ワーク」が他のリフレーミングと異なる
のは，匿名の自分に対して匿名の他者がリフレーミングを行うことであ
る１）。短所を書く者としては，自分の短所を他者にいきなり曝け出すこと
への躊躇や脅かされる感じを避けるために，長所に変える者としては，短
所を書いた人が特定されるようであればその人の短所を受け止めなければ
ならないと思ってしまうプレッシャーや，手に負えない感じなどを避ける
ために，匿名にすることで安全感や安心感を持って自己理解だけでなく他
者支援の視点や方法も学ぶことが可能となると考えている。
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これらのことを考慮して，本ワークでは５つのねらいを定めている。
自分の発達過程において課題となっている短所は，学習過程の中で意図
的あるいは無意図的に強化されてきたものでもあるので，発達理論や学
習理論を知識として有する学生が，このワークを行うことで自身のこれ
までの発達・学習過程を振り返り，自分を捉え直して今後に生かすよう
な認知的変容ができるようになること。
ワークを行うことで，他者からの援助の温かさを感じ，かつ他者を援助
することによる愛他性を育成し，グループやクラスへの信頼関係の構築
を行うことができるようになること。
生徒指導・教育相談を含んだ他者への支援方法についての知識を獲得す
ること。
グループワークを行い様々な意見を交換し協力しながら解答を作りあげ
ていくことで，協調性やチームワーク，コミュニケーションの大切さを
学ぶこと。
アクティブ・ラーニングの方法を学ぶこと。
２．２．本学教職課程におけるラーニング・アウトカムズ（LO）とワークの
関係
「短所・長所変換ワーク」を使用するにあたり，本学教職課程における
ラーニング・アウトカムズ（LO）との関係をおさえておく。平成２８年度
に制定された本学教職課程のラーニング・アウトカムズは次の３つであ
る［１１］。
１．教員としての使命感，責任感，教育的愛情を持ち，意欲的に教育活動
に従事できる。（関心・意欲・態度）
２．教員として深い人間・子ども理解と職業的倫理についての思考を深め，
教員としてのキャリア形成に踏み出すことができる。（思考・判断）
３．教科指導，生徒指導等に関する専門的知識・技能を身につけ，円滑に
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実践することができる。（知識・理解）
「短所・長所変換ワーク」は，短所や長所についての一般的な理解があ
ることに基づいて行われる。そして他者の短所を長所に変換するためには
たとえこのワークが匿名であっても責任を持って行う必要があり，そこか
ら１．の実現が期待できる。また，この変換をグループワークで対話的に
行うことによって，協働で作業することの大切さや教員として必要な教育
的愛情を育むことが期待される。さらに自己と他者を理解し，特に自分の
キャリア形成について考える糸口を得ることも可能である。これらのこと
から，２．の実現が期待できる。そして，このワーク自体は，特別活動，
生徒指導，教育相談，保護者会，教員研修等においても使用することがで
きるので，その方法を学び実践する専門的知識・技能を身につけ，同時に，
アクティブ・ラーニングの方法も学べることから，３．の実現が期待でき
る。これらのことを踏まえると，本教職課程においてこのワークを使用す
ることは適当であると考える。
２．３．「短所・長所変換ワーク」を実施する対象および科目について
「短所・長所変換ワーク」は，２．２．で述べたようにリフレーミング技法
を用いた自己理解・他者理解の方法であり，ワークそのものは難解という
わけではない。そのため，対象としては小学校高学年くらいから大人まで
実施が可能である２）。自己理解・他者理解のみならず他者支援の視点や方
法を学ぶワークとしても使用できるため，教職課程での実施については，
科目ごとに力点の異なる学習内容と関連付けながら，「書く・話す・発表
するなどの活動への関与と，そこで生じる認知プロセスの外化」（溝
上，２０１４）［１２］が行えるようなワークの運用がなされれば多くの科目で実施
可能だと思われる。ここでは，筆者が担当している「心身の発達と学習の
過程」での実施方法で「短所・長所変換ワーク」を説明する。
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２．４．「短所・長所変換ワーク」の具体的な実施方法
ワークは導入，展開，まとめとし，次のように行う。学生の主な
活動については枠で示した。なお，この実施にあたっては，関根（２０１６）
が述べたように「アクティブ・ラーニングにはこれまで以上に方法の指導
が必要」［１３］であり，丁寧な教員の指示と留意点への配慮が「ただワークを
させる授業」になることを防ぎ学びの深さや豊かさをもたらすポイントと
なると考えるため，教員の指示を中心として学生の学習活動と教員の指導
内容を（作業・指示）という形でまとめて記述し，指導上の留意点を別に
記述する。
導入
準備：グループ分け
（作業・指示）
くじ引きで４人組を作り，グループごとに座る。
あらゆる場面で使えるワークだが，「教えないで考えさせる」（市川，
２００４）［１４］授業ではなく，学んだことを使ってより考える授業にするために，
「心身の発達と学習の過程」で使用する際には，これまで学んできた発達
理論における発達課題はもちろん自分にも当てはまること，また学習理論
で説明された様々な学習を通して人は偏った学習をしている可能性がある
こと，心理テストや評価は，それぞれある点からその人の一部を見ている
ものに過ぎないことを確認することが可能であるワークであるとした上で，
今日は，グループの力を使ってみんなの短所を長所に変換するワークを行
うことを説明する。
（留意点）
グループの大きさは，少ないと意見の量やばらつきが少なく物足りず，
大きすぎると作業量が増えて時間もかかるので，４人がやりやすい。自己
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理解を深め，自分についての可能性が広がるとともにキャリア形成を考え
る際にも役に立つこと，小学校・中学校・高等学校の学級での活動や保護
者会でも活用できるワークなので，指示を含めたやり方にも注意させる。
展開
個人ワーク：ペンネームと短所記入
（作業・指示）
教員は，「短所・長所変換シート」を配布する。学生は，配布された「短
所・長所変換シート」に，ペンネームまたはイラストを記入し，自分だけ
が自分のワークシートと分かるようにする。左側に，３つほど自分の性格
の短所を書く。
（留意点）
小・中・高でやる時は，心理学の諸理論の学修を含めて行うわけではな
くシンプルに「短所を長所に変換するワーク」として使用することや授業
時間が４５分から５０分であることを考慮すると，短所・長所の記入欄をそれ
ぞれ４つくらいにしても構わない。短所の枠を記入するように指示を出し
ても，全部書いてしまう（自分で長所も記入してしまう）者もいるので，
指示された箇所のみを記入するように注意を促す。
また，時々自分の短所を書きたくない，自分の短所が分からない，とい
う学生がいるので，その場合は，自分の周りにいる人の短所を書いてもら
う。後で他の人に渡して長所に変換してもらうので，その人の練習のため
にも白紙で出さないようにお願いする。保護者会などで行う際は，自分の
短所でなく，自分の子どもの短所をあげてもらうワークとして使用すると，
保護者が我が子を別の視点からポジティブに捉える体験ができ，保護者の
子ども理解の促進のみならず親子関係の改善にも役立つことがある。
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（作業・指示）
３―４分ほど経過したところで，「書いてはいけない「短所」」を述べる。
書いてはいけないことは行動上の短所と外見の短所である。これらは，何
段階か思考を進めないと長所が出てきにくく，解答がこじつけになること
も多い。特に外見の短所については，個人の志向性にもより長所に変換し
にくいため，性格のみの短所を記入するように指示する。
回収
（作業・指示）
書き終わったら裏にして前列に送る。
グループワーク：褒め言葉，長所を挙げる
（作業・指示）
この後，みんなに記入してもらった短所をみんなの誰かに長所に変換し
てもらうが，いきなり長所といってもなかなか出てこない場合もあるので，
グループで一人メモ係を決め，思いつく長所や褒め言葉，言われて嬉しい
言葉などを２０個～３０個ほど出し合ってみる（大学では３０個程度としている）。
（留意点）
時間に余裕がある時は，全員が一つずつ違う長所を言い，教員がそれを
黒板に書いていくことも可能である。全員でやった方が，わくわく感が増
し，こんなにあるのかと驚き感動する学生も多い。長所だけでなく褒め言
葉や言われて嬉しい言葉を入れているのは，長所だけに限定すると発言が
出にくくなってしまうためであり，これによって少し幅を持たせ言いやす
くしている。
学生が長所を出し合っている間に，回収した紙を本人がいない別のグル
ープの人に回せるよう準備する。列ごとに色ペンなどで印をつけて列を入
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れ替えて配布するように準備すると後で返却しやすい。
（作業・指示）
だいたい３０個ほど出たら，先ほど回収した紙を裏にしたまま列ごとに配
り，中身を見ずに一人一枚ずつ取っていく。
個人ワーク：短所→長所変換
（作業・指示）
左側の枠に書いてあるペンネームさんの短所を，まずは自分だけで長所
に変換し右側の枠に記入していく。教員は，机間巡視をしながら４―５分
経ったところで，次の注意点を指示し，と○の部分を板書する。
説教，アドバイス 例「こうしたらいいのでは？」→聞かれていません。
励まし 例「頑張ってください」→十分頑張っているかもし
れないし，ここでは求められていません。
一般化 例「みんなそうです」「私もそうです」→この方が
困っているのです。
否定 例「いいと思います」「それも可愛い」→本人は良
くないと思っています。
○断言 「かもしれない」「だと思う」ではなく，きちん
と長所にして断言すること。
自分がどう思おうと，書いた人はそのことを短所だと認識して困ったり
良くないと思ったりしている。しかしそれは見方を変えれば長所になるの
で，思い切って長所に変える。
グループワーク：長所の確認，より適切な長所を考える
（作業・指示）
この指示を与えて２分くらいするとおよそ個人での記入・チェックが終
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了するので，グループワークに入る。グループでは，それぞれが記入した
長所が先の注意点に該当していないか，よりぴったりくる長所はないかを
確認し合う。もし長所が空欄のままだと，後で返却された時に「これは何
にも変換できないほど致命的な短所である」という暗のメッセージを送っ
てしまうので，みんなで知恵を出して考え，難しいものについては後でク
ラスの意見を聞く機会を設けると説明する。
（留意点）
机間指導をしながら，空欄がないか確認する。多くの場合「この長所が
分からない」という質問を受けるので，そういう短所の人はどういう人か
を豊かにイメージし膨らませてからその長所を考えるようにグループまた
は全体に指導する。それでも分からないというものがいくつか出てくるの
で，後で全体に共有して聞いてみようと話す。
全体：変換できなかった短所の共有，意見を出し合って長所にする
（作業・指示）
だいたいできたところで，全体に対し，長所に変換できなかった短所が
あるか聞き，あれば出してもらう。
（留意点）
この時に，少し場が緊張することがある。それはたとえ匿名の短所であっ
ても，自分のものではない誰かの短所を変換できなかった事実やそれを全
体の場に晒すことの是非，責任感，罪悪感などが生じるためだと思われる
ので，そのことに触れつつ「実はここ（みんなで話す場）に出た方が，た
くさん意見を出してもらえるからむしろお得」という説明をする。そうす
ると分からないままにせず，空欄になっている短所が出やすくなる。経験
上，短所が出たらどのようなものでも「いいですね」「素晴らしい！」「最
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高！」などと言って始めると子どもの好奇心と安心感を高めやすい。こん
な短所でも長所になるのか，という疑問が，どういう長所に変わるのだろ
うという好奇心に変わることを助けるとともに，突然自分の短所をみんな
の前に出された者が不要な落ち込みや緊張をしないためでもある。最初は，
もともと書いてはいけないと指示された外見や行動についての短所が最初
に出ることが多いので，「これは性格ではないので変えにくいかもしれな
いけれどせっかくだから」と全体に対して考えられる長所を聞いてみる。
出ない場合は，教員がその行動について複数の視点から描写をし，長所も
複数挙げる。その際，ちょっと無理があるけれど，という感じでユニーク
なものを出すと，学生は意見のバリエーションに対して寛容であって良い
というメッセージを受け取るのでこれ以降学生の発言がしやすくなり，か
つ発言内容が豊かになることが多い。この考え方や見方を例として，外見
や行動の短所の後は性格の短所を長所に換えていく。長所に変換する際は，
解答が１つ出たら終わりではなく，たくさん出してもらい板書する。また，
全く違う意見であっても否定はせずに書いておく。これらの中からヒント
になりそうなものがあるかを当該グループに尋ね，OKとなったら次の空
欄を尋ねる。出にくい場合は，グループでやったように，その短所を持つ
人がどういう人か言い換えるよう促し，いくつか出たところで，そういう
人はどういう長所があると言えそうかを考えてみると出やすくなる。補足
として，意外と若い子供達の方が柔軟な思考を持っているためか簡単に発
言が出やすく，保護者にやる方が時間がかかることを伝えておく。
多くはないが，時々短所の意味を勘違いして変換した長所を発言する学
生がいることがある。例えば，グループでは分からず全体での討議に挙がっ
た「あがり症」という短所を，最近若者で良く使われる「テンションが上
がっている」「アゲアゲ」などの言い方と勘違いしたのだろうが，「周りを
明るくする」「テンションの高い人」という長所があると発言した学生が
いた。特に全体の前でこのような勘違いや間違いへの発言が出た場合は，
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なるほどそう考えたかと関心を持って聞きつつ，本来の短所（ここではあ
がり症）の意味を確認して，そういう勘違いや間違いは起こると一般化，
できれば教員の経験談や例を話して注意を教員に向ける。学生は勇気を出
して発言しているので，その本人のみならず次に続く発言者たちの勇気を
そがないこと，間違っても馬鹿にされない，フォローしてもらえるという
ことを全員に示すことで，安心して発言できる環境を整えるためである。
その後に，あらためて長所を考えるよう促す。実際にこのようなことが起
こった時に適切な対応をすると，クラスはより積極的かつ自由に発言する
ようになる。
回収
（作業・指示）
全部の空欄が埋まったことが確認できたら再び紙を回収し，色ごとに分
けた列にその紙を戻して自分のものを取って後ろに回してもらう（全部の
紙をペンネームのところだけ見えるようにして床に置き，探しながら取っ
てもらうというやり方でも良い）。
個人ワーク＋グループワーク：感想を記入しグループでシェアする
（作業・指示）
自分の手元に戻ってきたワークシートを見て，長所に変えてもらった感
想を書く。その後グループで感想をシェアする。
（留意点）
長所に変換する時にグループで検討はしたが全部を細かく検討できたわ
けではないかもしれないので，もしかしたら書かれた長所だけでは意味が
分かりにくいものもあるかもしれないし，全然違うということもあるかも
しれないが，その「短所」を読んだ時に変換者はそう感じたという１つの
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意見として捉えてみようということを伝えておく。グループで話す時は，
自分が望まない限り自分の短所をグループに公開する必要はないことを説
明し，自分が変換をしてみて，また変換してもらっての感想をシェアする
よう促す。
まとめ
全体：ワークの感想および授業全体の感想をシェアする
（作業・指示）
グループで話し合われたこと，その他気づいたことを全体でシェアする。
それらの感想の中から，誰かは分からないけれど，クラスの誰かが長所
として変えてくれたこと，仲の良い友達が変えたわけではないのでひいき
目ではなく客観的であること，自分では短所だと思っていたところも長所
として使えるかもしれないし，使えなくとも自分の幅が広がったこと，今
後のキャリアを考える際にも使えることを伝える。今回のように教職課程
で使用する場合は，その他の利点としてポジティブな感情表現がたくさん
使われるので，クラスの雰囲気が良くなりクラスへの信頼感や一体感が増
す効果があることを伝える。
個人ワーク
（作業・指示）
感想をリアクションペーパーにまとめる。
（留意点）
リアクションペーパーを一人ずつ回収する場合はその時に，いっぺんに
回収する場合は回収終了後に，ペーパーに書ききれなかった思いや疑問あ
るいはより深い相談ごとを生徒が個人的に話しにくるかもしれないという
ことを頭に置いておくと良い。
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３．調査方法
＜対象科目と人数＞本学教職課程の必修科目「心身の発達と学習の過程」
に出席した５クラス１９６名のうち，リアクションペーパーに記入した１９０名
を対象とした。
＜分析方法＞
授業終了後に５―１０分ほど時間を取り，学生に授業の感想や評価をリア
クションペーパーに記入してもらっている。リアクションペーパーは，学
生が何をどのように学んだかについて，換言すると，その授業で何がどの
ように学ばれたのかという教育的効果を包含していると考えることができ
る。そのため，これらの文章を学生が授業で学んだこと（教育的効果）の
データとして使用し，川喜田二郎が開発した KJ法の手法をまとめた田中
（２０１０）［１５］［１６］の手法にて分類・カテゴリー化した後に，図解化および文章
化を行った３）。
具体的には，まずリアクションペーパーから得られた文章データを意味
ごとに分割し，１枚のカードが１つの意味となるようにそれぞれ記入して
３９８枚のカードを作成した。次に，「志」が類似しているカードを収集して
グループ編成を行い，４３の〔小グループ〕を得た。そして，そのグループ
の特徴を簡単に示す名前をつける表札作りをした。その後，グループ編成
を繰り返しながら，小さいグループから大きなグループになるようまと
め，１３の＜中グループ＞と３つの【大グループ】を得た。これらを，それ
ぞれの関係性を考慮しながら空間配置を行い，グループ同士の関係性を示
して図解化しシンボルマークを加え，最後に文章化を行った。
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４．結果
４．１．KJ法による図解化
全体の構成図を図１に示す。
４．２．文章化
図１に示した通り，３つの大グループ，１３の中グループ，４３の小グルー
プが得られた。これらについて文章化する。表１，表２，表３に，【大グ
ループ】ごとに＜中グループ＞名と〔小グループ〕名および構成されてい
るカードの記述例を示した。
【自己認知と動機づけ】
＜ポジティブな感情＞
〔気分の高揚〕元気をもらったし，元気が出た。気分が良くなった。
〔自己肯定感の高まり〕自己肯定感が上がり，自分に自信が持てるように
なった。
〔前向きになった〕前向き，ポジティブになれた。今後の人生が豊かにな
りそうだ。
〔面白い〕やってみて面白かった。短所はその人のマイナスだと思ってい
たが，プラスに考えることができるのは面白い。戻ってきた結果が当て
はまる・当てはまらないに限らず面白かった。また，自分の予想と違う
結果が面白かった。
〔楽しかった〕楽しかった。誰か分からない人の短所を長所に直すこと，
また長所に変えてもらうことが新鮮でとても楽しかった。
〔嬉しい気持ち〕長所になって嬉しい。思ってもいなかった長所に変換さ
れて嬉しかった。グループで話している時にポジティブだと言われて嬉
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 ＜ポジティブな感情＞
気分の高揚
気分が良くなった
元気をもらった
自己肯定感の高まり
自分に自信が持てるようになった
自己肯定感があがった
前向きになった
前向きになった
ポジティブになれた
今後の人生が豊かになりそう
面白い
短所はその人のマイナスだと思っていたが，長所に変換する
ことでプラスに考えることができて面白いと思った
当てはまるもの当てはまらないのもあり面白かった
アンサー面白かった
自分が予想した変換と全然異なっていたので面白かった
楽しかった
最近良く見るワークだが，誰か分からない人の短所を長所に
直すこと，また長所に換えてもらうことが新鮮でとても楽し
かった
嬉しい気持ち
嬉しい
思ってもいなかった長所に変換されて嬉しかった
自分も相手も気分が良くなる
褒め言葉を聞いているだけで自分の気分も良くなっていく
自分も相手も嬉しくなれる
気が楽になった
ほっこりした
心が晴れやかになった
気持ちが楽になった
少し楽に生きていけそう
他者に変えてもらった喜び
自分では短所だと思っていたところが他の人から変換しても
らったことで気分が良かった
自分は短所と思っている事でも人から長所として変えてもら
える場合があるのは良いことだと思った
皆の前で発表されてみんなが考えてくれたので嬉しかった
 ＜褒めることの大切さの認識＞
褒めることの重要性を再認識した
 ＜自己理解＞
新たな自分の発見
新たな自分の一面を見れた
自分に対しての見方が変わった
新しい自分を発見できた
自己分析のきっかけ
自分でも客観的に見ることが必要だと思った
自己分析ができた
自己反省の効果がある
あらためて考え直すきっかけとなった
自分を見つめることの重要性を感じられた
プラスに捉えることの大切さ
プラスに捉えることの大切さを感じた
長所も短所も紙一重。上を向いて歩こう。良い面を見ていこ
う
自己への戒め
普段批判しかしていないなと思った
浮かれないで真摯に捉えようと思った
ダメ出しや一般化を知らずにしていたのでこれからは気をつ
けたい
これからの自分の言動や行動には気をつけたいと思った
短所への理解の深まり
自分の短所について理解が深まった
自分の短所を見直すきっかけになった
短所も大切にしていくべきなのかもしれないと思った
色んな短所があったが皆そんなに思うほど悩まなくていいよ
うな項目だったので，自分の短所も思うほどではないのかな
と思った
 ＜自己理解＞（続き）
短所が出てこない
短所があるはずなのに全然出てこなくてびっくりした
性格上の短所があまり自分では分からなかった
短所がなかなか見つからなかった
自己理解不足への気づき
短所を挙げるのに時間がかかったのであまり自分に興味がな
いのだと思った
変換するときの自分の語彙力もそうだが親の短所を書いたの
で自己理解が足りていないと感じた
自己理解には他者が必要
自分で自分のことを理解することは限界があるのだと他人か
らの意見をもらって感じた
 ＜自己変容への内的動機づけの高まり＞
短所を長所に変えたい
これから自分の短所も長所に変えていきたい
日頃からやってみたい
もっとたくさん挙げてやってみたい
落ち込む事があっても切り換えがすぐできるように心がけよ
うと思った
モチベーションがあがった
モチベーションがあがる
自分を見つめることの重要性を感じられた
自分の短所を書くのはあらさがしをするようでブルーな気持
ちになったが，他人が長所に変えてくれたのを見るとこれか
ら頑張ろうと思った
もっと考えたい
考えることが自分の目的達成にもつながると思った
分からなかったらまず考えようと思った
 ＜他者を支援する喜び＞
人の短所を長所に変えることは自分もポジティブな気分にな
るのでとても素晴らしいと思った
意外と面と向かって褒めることが少ないので良い機会になっ
た
励ましている気分になった
 ＜将来的活用＞
教育実践で活用したい
教育実習で活かしたい
教員になったら成績表の所見欄にも使えると思った
オリエンで使いたい
教員になったら授業でやってみたい
教育現場で生徒と接する時に生徒の長所を伝えることはとて
も重要だと思う
常にプラスの発言がでるワークになるので，クラスなどでや
ると良い
楽しんでやることができればクラスのいい雰囲気を作ること
ができ，その子も前向きになると思う
就職活動で活用したい
自己アピールの時に何を言っていいか分からず困っていた
が，思いつかない時はこの方法を使おうと思った
就職活動で活用したい
自己 PRに使えるかは分からないが参考にはしていきたい
他の人を褒める時に使いたい
人を褒める時に活用したい
自分のことで落ち込んだ人がいたら長所に変えてあげたい
子や後輩の相談で役立つと思う
褒め言葉・語彙を増やしたい
人を褒める言葉をたくさん持っていたい
色んな言葉を上手く使えるようにしたい
長所や褒め言葉の引き出しを増やしたい
表１．グループ名とカードの記述例【自己認知と動機づけ】
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 ＜リフレーミングの理解＞
どんな短所も長所になるという気づき
どんな悪い所でも改善できるのだと思った
短所を長所に出来ると知り面白いと思った
ものは言いようだと思った
短所も視点を変えると長所になるんだなと思った
長所に変えられるのは重要
短所の見方を変えるのは重要だと思った
弱みを強さに変える魔法だと思う
変換スキルを学んだ
物事をネガティブから考えるよりポジティブに考える方が難
しいけれど汎用性が利くし次に繋がると思った
変換は，人の良いところを見つけられる良い面がある
変換できるスキルは素晴らしい
物事を客観的に柔軟に見ることができた
短所は悪いことではないと学べた
自分としては及第点の解答を書いて渡せた
 ＜GWの方法の理解＞
GWのポイントを理解した
ワークのポイントを学んだので次回から生かす
スムーズにワークを進められた
GWで必要なことや大事なことを再確認できた
最初に言葉を発せられる人がいるかどうかは大きい
これまで数多く GWをやってきたが何のためにやっている
のか疑問が多かったので，意味・目的を持ってやっていきた
い
一人で学ぶのも良いが GWも大切だと感じた
 ＜ワークで協働する意味＞
思考・発想の必要性と広がり
言葉を選ぶ必要があると思った
結構考えるなと思った
一人ひとりの発想の幅広さを感じた
作業はとても難しかったけどやってみると面白いし自分の視
野が広がった
全体で考えると様々な意見が生まれて新しい発見が見つかり
面白いと思った
考えれば考えるほど答えが見えてくる気がした
語彙力が身についた
色々な意見が交換できる面白さ
ユニークな意見があって楽しかった
色々な意見が聞けて面白く、一体感も出て良かった
皆で意見を言い合うのは面白い
皆で話し合うことで場の空気が冷めない。それが大事だと
思った
難しいと思ったものでも意見を聞くことで解決できた
難しいと思っていたのも、周りの意見やクラスの意見を聞い
て納得できたのもあってとても楽しかった
簡単なものから難しいものまであって楽しい作業だった。特
に難しい短所を変える作業が楽しかった
相手のことを知ろうとできた
GWを行うことで相手のことを知ろうとできる機会があると
思った
最初はコミュニケーションが取れないと思ったけど３０個良い
ところを考える時に笑ったりするくらい取れた
 ＜変換の難しさ＞
知らない人のを変えるのは勇気が必要
知らない人のを変えるのはある勇気が必要だと思った
変換が難しかった
あらためて考えると難しかった
あまり出てこなくて大変だった
 ＜匿名によるメリット＞
匿名による信頼性
知らない人から直してもらったにも関わらず温かみがあるな
と感じた
自分だと都合よく変換しているのではと思ってしまうので気
が楽になった
知らない誰かに分析されて長所に変えられるのは初めてで何
だか新鮮
匿名性のやりやすさ
匿名なのでやりやすい
自分のものと知られずに周囲に意見を聞けること、また周囲
も楽しく発言できるのが良い
 ＜された変換がしっくりこない＞
変換がしっくりこない
長所に変えてもらっても、それだからだめなんだよなと思っ
てしまうこともあるので難しいなと思った
 ＜協働による一体感＞
授業への積極的参加
楽しさの中でも学習できた
積極的に参加できた
良い授業
集中力が保てた
授業が面白かった
貴重な体験
教室にいる全員が参加して意見を出している時に笑ったりと
ても楽しかった
楽しかった
４人の GWも良いが、それを行ったうえでグループごとの
意見を出して小・中のクラスを思い出した。私が取っている
講義で１，２位に入る
クラスの一体感が増した
このクラスは話そうと考えている人が多いなと思った
褒めることでクラスのムードも良くなる
クラスの一体感も生まれてとても雰囲気が良くなった
良い気分になるし仲も良くなると思う
良い言葉を交わすことで明るくなった
GWが盛り上がった
盛り上がった
グループの雰囲気が和やかでやりやすかった
表２．グループ名とカードの記述例【知識・方法の修得】
表３．グループ名とカードの記述例【協働的問題解決】
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しかった。
〔自分も相手も気分が良くなる〕このワークをやると自分も相手も嬉しく
なるし，気分が良くなる。褒め言葉を聞いているだけで自分の気も良く
なっていく。
〔気が楽になった〕心が晴れやかになり，ほっこりし，気持ちが楽になっ
た。少し楽に生きて行けそう。
〔他者に変えてもらった喜び〕自分では短所だと思っていたところが，他
の人から変換してもらったことで気分が良くなった。みんなの前で発表
されてみんなが考えてくれたので嬉しかった。
〔褒めることの大切さの認識〕
褒めることの大切さを認識・再認識した。
＜自己理解＞
〔新たな自分の発見〕新たな自分の一面を見れて，自分に対しての見方が
変わった。新しい自分を発見できた。
〔自己分析のきっかけ〕自分でも客観的に見ることが必要だと思った。自
己反省・自己分析ができ，あらためて考え直すきっかけとなった。自分
を見つめることの重要性を感じられた。
〔プラスに捉えることの大切さ〕物事をプラスに捉えることの大切さを感
じた。長所も短所も紙一重。良い面を見ていこう。
〔自己への戒め〕普段批判しかしていないなと思った。ダメ出しや一般化
を知らずにしていたのでこれから言動に気をつけたい。長所に浮かれな
いで真摯に捉えようと思った。
〔短所への理解の深まり〕自分の短所について理解が深まり，見直すきっ
かけとなった。短所も楽観的に，こんな長所になるし，みんなの短所も
そんなに悩むほどではないと思ったので，自分の短所も思うほどではな
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いかもしれないと思った。
〔短所が出てこない〕短所があるはずなのに全然出てこなくてびっくりし
た。あまり自分では分からなかった。
〔自己理解不足への気づき〕短所を挙げるのに時間がかかったのであまり
自分に興味がないのだと思った。語彙力もだが，自分の短所を書けず親
の短所を書いたので自己理解が足りていないと感じた。
〔自己理解には他者が必要〕自分で自分のことを理解するのには限界があ
るのだと他人からの意見をもらって感じた。
＜自己変容への内発的動機づけの高まり＞
〔短所を長所に変えたい〕これから自分の短所も長所に変えていきたい。
もっと日頃からたくさん変換したい。落ち込むことがあっても切り替え
ができるように心がけたい。
〔モチベーションがあがった〕自分を見つめることの重要性を感じられた。
自分の短所を書くのはあらさがしをするようでブルーな気持ちになった
が，他人が長所に変えてくれたのを見るとこれから頑張ろうと思った。
モチベーションがあがった。
〔もっと考えたい〕考えることが自分の目的達成に繋がると思った。分か
らなかったらまず考えようと思った。
＜他者を支援する喜び＞
変換をして，励ましている気分になった。意外と面と向かって褒めるこ
とが少ないので良い機会になったし，人の短所を長所に変えることは自分
もポジティブな気分になるので素晴らしいと思った。
＜将来的活用＞
〔教育実践で活用したい〕教育実習や教員になった際の授業，オリエンテ
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ーション，成績表の所見欄を書く時に生かしたい。生徒と接するときに
長所を伝えることはとても重要だと思うし，常にプラスの発言が出るワ
ークになるので，クラスでやると良いと思う。楽しんでやることができ
ればクラスのいい雰囲気を作ることができ，生徒も前向きになると思う。
〔就職活動で活用したい〕就職活動で活用したい。自己アピールの時に何
を言おうか分からず困っていたが，思いつかない時はこれを使おうと
思った。自己 PRに使えるかは分からないが参考にしたい。
〔他の人を褒める時に使いたい〕周りの人を褒める時に活用したい。自分
のことで落ち込んでいる人がいたら長所に変えてあげたい。子どもや後
輩の相談で役立つと思う。
〔褒め言葉・語彙を増やしたい〕人を褒める言葉をたくさん持って，色々
な言葉を上手く使えるようにしたい。その引き出しを増やしたい。
【知識・方法の修得】
＜リフレーミングの理解＞
〔どんな短所も長所になるという気づき〕 短所も視点を変えると長所にな
るし，どんな短所も長所になるんだなと思った。ものは言いようだと思っ
た。短所を長所にできると知り面白いと思った。
〔長所に変えられるのは重要〕短所の見方を変え，長所にできるのは重要
だと思った。弱みを強さに変える魔法だと思う。
〔変換スキルを学んだ〕自分としては及第点の解答を書いて渡せた。変換
できるスキルは素晴らしい。短所は悪いことではないし，物事をネガティ
ブから考えるよりポジティブに考える方が難しいけれど，汎用性が利く
し次に繋がると思った。
＜GWの方法の理解＞
〔GWのポイントを理解した〕ワークをスムーズに進められた。ワークの
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ポイントを学んだので次回から生かす。
〔GWで必要なことや大事なことを再確認できた〕一人で学ぶのも良いが
GWも大切だと思った。これまで数多く GWをやってきたが何のため
にやっているのか疑問が多かったので，意味・目的を持ってやっていき
たい。最初に言葉を発せられる人がいるかどうかは大きい。
【協働的問題解決】
＜ワークで協働する意味＞
〔思考・発想の必要性と広がり〕言葉を選ぶ必要があり，考えれば考える
ほど答えが見えてくる気がした。みんなでやると様々な意見が生まれて，
一人ひとりの発想の幅広さを感じ，自分の視野も広がり，語彙力も身に
ついた。
〔様々な意見が交換できる面白さ〕色々な意見を言い合ったり聞いたりす
るのは面白いし，場の空気が冷めない。ユニークな意見があって楽しかっ
た。
〔難しいと思ったものでも意見を聞くことで解決できた〕難しいと思って
いたものでも，周りの意見やクラスの意見を聞いて納得できたのもあっ
てとても楽しかった。特に難しい短所を長所に変える作業が楽しかった。
〔相手のことを知ろうとできた〕GWを行うことで相手を知ろうとできる
機会があった。最初はコミュニケーションが取れないと思ったがやって
いくうちに笑ったりするくらいコミュニケーションが取れた。
＜変換の難しさ＞
〔知らない人のを変えるのは勇気が必要〕 知らない人の短所を長所に変え
るには勇気が必要だと思った。
〔変換が難しかった〕改めて考えると難しく，あまり出てこなかった。
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＜匿名によるメリット＞
〔匿名による信頼性〕知らない誰かに変えてもらうのは新鮮。自分だと都
合よく変換しているのではと思ってしまうので気が楽になった。温かみ
があるなと感じた。
〔匿名のやりやすさ〕匿名なのでやりやすい。自分のものと知られずに周
囲に意見を聞けるし，周囲も楽しく発言できるのが良い。
＜された変換がしっくりこない＞
変換がしっくりこない。長所に変えてもらっても，それだからだめなん
だよなと思ってしまこともあるので難しいなと思った。
＜協働による一体感＞
〔授業への積極的参加〕楽しさの中でも集中して，積極的に参加し学習で
き良い授業だった。
〔授業が面白かった〕教室にいる全員が参加して意見を出して笑ってとて
も楽しかった。小・中のクラスを思い出した。取っている授業で１・２
位に入る。貴重な体験だった。
〔クラスの一体感が増した〕このクラスは話そうと考えている人が多いな
と思った。褒めること・良い言葉を交わすことでクラスのムードも良く
なり明るくなった。一体感も生まれてとても雰囲気が良くなった。良い
気分になるし仲も良くなると思う。
〔GWが盛り上がった〕グループの雰囲気が和やかでやりやすく，盛り上
がった。
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５．考察
教職科目におけるアクティブ・ラーニングがもたらす教育的効果の検討
のために，教職科目で行われているワークの１つである「短所・長所変換
ワーク」を取り上げ，受講学生のリアクションペーパーを元データとして
KJ法にてカード作成，表札作り，グループ編成を行い，４３の小グループ，１３
の中グループ，３つの大グループを得た。それらを空間的に配置し，図解
化，シンボルマーク追加を行い，文章化した。これらの結果から考察を述
べる。
５．１．抽出されたグループの教育的効果
５．１．１．３つの大グループについて
グループ編成の結果，大グループとしては【自己認知と動機づけ】【知
識・方法の修得】【協働的問題解決】を得た。それぞれを文章化して，解
釈する。下線部は小グループの言葉を含んだ箇所である。
【自己認知と動機づけ】
１つ目の大グループは，＜ポジティブな感情＞〔褒めることの大切さの
認識〕＜自己理解＞〔自己変容への内発的動機づけの高まり〕＜将来的活
用＞から構成され，【自己認知と動機づけ】とした。
短所を自分ではない誰かに長所に変換してもらったシートを見て，嬉し
い気持ちになり，楽になったり前向きになったりした。楽しく面白いし，
自分も相手も気分が良くなるし，自己肯定感も高まり＜ポジティブな感情
＞になった。それは〔褒めるこの大切さの認識〕にも繋がった。また，こ
のリフレーミングにより，短所が出てこないなどこれまでの自己理解不足
に気づいたり，自分の短所に対する別の視点や新たな一面に気づいたり，
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普段の自己を見直して戒めたりして，より深い＜自己理解＞・自己分析の
きっかけとなった。自分や物事をプラスに捉えることの大切さや，自己を
理解するには他者が必要であることも分かった。これらによってモチベー
ションがあがり，他の短所も長所に変えたくなり，もっと考えたいと思う
〔自己変容への内発的動機づけの高まり〕をもたらした。長所に変える作
業は自分もポジティブになり人を励ましている気分になれるので＜他者を
支援する喜び＞を得られる。そのため，このようなリフレーミングを自分
が就職活動をする際の自己アピールや，教育実践の場，あるいは周りにい
る他の人を褒める時や他者が落ち込んでいる時など＜将来的活用＞をする
ために，褒め言葉・語彙を増やして，色々な言葉を上手に使えるようにし
たいという【自己認知と動機づけ】のプロセスが見て取れる。
【知識・方法の修得】
２つ目の大グループは，〔リフレーミングの理解〕〔GWの方法の理解〕
から構成され，【知識・方法の修得】とした。
この変換スキルを学べたことで，知識・技法としての〔リフレーミング
の理解〕ができ，どんな短所も長所になるし，長所に変えられるのは重要
だと思った。また同時にそれをグループワークで行うことで，GWで必要
なことや大事なことを再確認でき，ポイントを理解して，〔GWの方法の
理解〕もでき，リフレーミングとグループワークについての【知識・方法
の修得】をしたということができる。
【協働的問題解決】
３つ目の大グループは，＜ワークで協働する意味＞＜変換の難しさ＞＜
匿名によるメリット＞＜された変換がしっくりこない＞＜協働による一体
感＞から構成され，【協働的問題解決】とした。
グループワークを行う中で，相手を知ろうとでき，色々な意見が交換で
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きる面白さや，思考・発想の必要性と広がりを感じ＜ワークで協働する意
味＞を見出した。短所・長所変換のワークは，改めて考えるとなかなか出
ず変換が難しかったり，知らない人のを変えるのは勇気が必要だったりな
ど＜変換の難しさ＞もあるので＜された変換がしっくりこない＞場合もあ
るが，難しいと思ったものでも意見を聞くことで解決できることもあった。
また本ワークは短所を書く者も長所に変換する者も匿名で行われるので信
頼性があるし，やりやすいという＜匿名によるメリット＞があった。ポジ
ティブな言葉を交わし合いながら全体として良い雰囲気で行われるので，
GWが盛り上がり，授業が面白くなって授業への積極的参加をもたらし，
＜協働による一体感＞が得られた。また，誰かは特定できないがクラスの
中の誰かが変えてくれたという事実は，一層クラスへの信頼やクラスへの
一体感が増すことに繋がり，クラス全員で問題を解決したという達成感を
持って【協働的問題解決】を行うことができたといえる。
５．２．図解化で抽出されたグループとアクティブ・ラーニングとの関係
図解化で抽出された３つの大グループとアクティブ・ラーニングとの関
係について考察すると，【自己認知と動機づけ】の解釈に見られた一連の
流れは「学びをどう生かすか」に関連した，自己理解・自己分析を含む自
己の感情や思考や性格の認知とその結果としての内発的動機づけの高まり
及び将来への見通しを持った能動的学修であり，これは「主体的学び」の
実現であると考えることができる。【知識・方法の修得】に関しては，「何
を学ぶか」に関連した「主体的・対話的で深い学び」を支える基礎的・専
門的知識および技能や方法の修得であり，単なる「活動」や「問題解決」
では終わらず，学ぶため・教えるための知識・学力を得ていることが示さ
れている。【協働的問題解決】については，「どのように学ぶか」に関連し
た「対話的な学び」と「深い学び」が実現されていると考えることができ，
これら３つの大グループが相互に絡み合ってより「主体的・対話的で深い
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学び」になっていると捉えることができる。これらのことから，リフレー
ミング技法を使った「短所・長所変換ワーク」は，アクティブ・ラーニン
グとして機能的に作用し【自己認知と動機づけ】【知識・方法の修得】【協
働的問題解決】について特に教育的効果が高いと考えられる。また，大須
賀（２０１６）によると，アクティブ・ラーニングの実現に適切な指導方法と
して，内発的動機づけや自己決定感に基づいて開始する学習，コンピテン
スやフローを感じながら取り組む学習，学習内容そのものを目標にする計
画・遂行・自己省察という循環的過程を持つ自己制御学習が望ましいとさ
れており［１７］，抽出されたグループから「短所・長所変換ワーク」がこれ
らを満たしたアクティブ・ラーニングとなっていることが推察できる。
５．３．図解化に示したシンボルマークから見た「短所・長所変換ワーク」の
教育的効果
図解化では，顔マーク（１つが個人，２つがグループ，３つがクラス），
電球マーク（知識），ハートマーク（気持ち）の３種類のシンボルマーク
と愛他性を付した（図１参照）。
個人の学習過程としては，＜ポジティブな感情＞を持って＜自己理解＞
をすることで＜他者を支援する喜び＞や＜自己変容への内的動機づけの高
まり＞が生じ，＜リフレーミングの理解＞や＜GWの理解＞といった知識
を獲得することで＜将来的活用＞を踏まえた学修がなされている。これは
「主体的な学び」の実現がなされていると考えることができ，加えて本学
教職課程におけるラーニング・アウトカムズは包括的に達成されていると
考えることができる。また，グループワークを行うことで，＜自己理解＞
＜ポジティブな感情＞＜ワークで協働する意味＞を見出し，クラスとして
＜協働による一体感＞が得られており，これは「対話的学び」とそれによ
る「深い学び」の実現がなされていると考えることができる。
さらに，この「短所・長所変換ワーク」を通じたアクティブ・ラーニン
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グの教育的効果としては，＜他者を支援する喜び＞や＜協働による一体
感＞＜将来的活用＞が見出されており，これらは愛他性の育成として考え
ることができる。これは教育的愛情の育成としても捉えることが可能であ
り，本学教職課程におけるラーニング・アウトカムズの１．が実現されてい
ると考えることができる。菊池（２０１５）によると，「ほめ言葉のシャワー」
を含むコミュニケーション教育はアクティブ・ラーニングを成立させる土
台となる［１８］。本研究で抽出された図解化でも＜ポジティブな感情＞が＜
自己変容の内発的動機づけの高まり＞や＜ワークで協働する意味＞＜協働
による一体感＞に繋がっていくため，「短所・長所変換ワーク」はアクティ
ブ・ラーニングを学ぶために，またアクティブ・ラーニングが成立するた
めに最適な方法の１つであるということができる。
６．まとめと今後の課題
本研究では，本学教職課程の教職科目において用いられている「短所・
長所変換ワーク」を KJ法にて分析することで，アクティブ・ラーニング
がもたらす教育的効果の検討を行った。その結果，「短所・長所変換ワー
ク」はアクティブ・ラーニングの教材として適切であることや，その教育
的効果として【自己理解と動機づけ】【知識・方法の獲得】【協働的問題解
決】が挙げられ，アクティブ・ラーニングの３つの視点である「主体的な
学び」「対話的な学び」「深い学び」が実現されていることが示された。今
後の課題としては，今回示された教育的効果一つひとつの学びについての
さらなる分析や，教育段階ごとの教育的効果の検証が挙げられる。また，
この授業での学びを教育実習で実践する学生も少なからずおり，好評は得
ているものの実際どのように実施しどのような教育的効果を上げているか
は不明なため，彼らの実践に関する調査を行い，さらに大学での実践をよ
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り効果的なものに改善していく必要があると考える。
脚注）
１）このワークのアイディアは，むさしの発達支援センター所長森山徹先生に教えてい
ただきました。ここに感謝申し上げます。
２）筆者は高校生，大学生，専門学校生，大人に実施した経験があるが，小学生や中学
生に実施したという教育実習生や教員からの報告を受けているので，形式的操作が可
能になる小学校高学年から実施可能と判断した。
３）田中（２０１０）によると，川喜田が著した KJ法は１９６７，１９８６，１９９７年版があり，そ
の版によって方法や手続きが異なっているものの１９９７年版は市販されておらず入手が
困難とのことなので，これらをまとめてクイックマニュアル化した田中の手法に則っ
て分析を行った。
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